Rokugou-yousui and Nikaryou-yousui, Two irrigation canals near the Tamagawa in Kanto-region by 角田 清美
六郷用水と二ケ領用水

































































































































































































































































































１．洪積台地 ２．微高地（砂州） ３．微高地（自然堤防） ４．後背湿地・
谷地 ５．旧河道 ６．明治１４年の測図に描かれている人工堤防 ７．六郷用
水跡 ８．女堀を通らない場合の推定用水路 ９．現在の人工堤防 Ａ－Ｂは
第１０図，Ｃ－Ｄは第１１図の地形断面図の位置。
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１１は，女堀から約２０上流における地形横断面図である。ここでは，土
手道は氾濫平野より約２．３高くなっており，１００以上も上流側から，
似たような状態で，氾濫平野と用水路床面との比高を少しずつ増し，水
路床面の縦勾配を小さくしている。延長約２００の鞍部を越えると，用
水路は延長約１の谷地（谷津）内を流れるため，用水路を設けた場合，
谷地に堆積している軟弱な土層を，水路の規格に合わせて広げるだけで
ある。鞍部を越える延長約２００の工事は困難であるが，鞍部を越えて
からの延長約１の工事は容易である。開削後のメンテナンスも，女堀
を通らない場合にくらべ，容易である。
以上の諸条件から，鞍部を横切る女堀を通る，現在のコースになった
と考えられる。
３‐４．光明寺分水口より下流の状況
現地表面が標高約６．５の位置に分水堰が設けられ，用水路は北堀と南
堀に分岐する（図３，図９）。北堀は武蔵野台地の麓にある沿岸砂州の上
図１０ 河原坂付近の地形断面図
断面の位置は第９図を参照。（用）は六郷用水跡の位置で，（推）は女堀を通ら
ない場合の水路の推定の位置。
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を，約０．９‰の平均傾斜で，大森海岸に向かって流れ下るが，途中，呑川，
内川，池尻川，立会川といった小河川を横切る。これらの中小河川の水は，
用水に流入したであろうが，河川の流量が少ない場合は逆に，用水から河
川の下流部へ配水されたと推定される。北堀や小河川によって灌漑される
土地の面積は，あまり広くはない。
北堀の灌漑範囲を呑川の流路より北東側だとすれば，南堀の灌漑範囲は
北堀に比べて４倍以上と，著しく広い。南堀は南東方へ流れ，約３下流
にある「蛸の口」と称される分水堰で三分され，それぞれの分水は，下流
でさらに細かく樹枝状に分水された。このことから六郷用水は，主として
蛸の口付近より下流一帯を灌漑するために設けられたと考えられる。
３‐５．六郷用水と中小河川との関係
光明寺分水口より下流側を灌漑するため，六郷用水が開削されたとすれ
ば，取水堰を１５も上流の和泉に設置する必要はない。平均傾斜を約１‰
と仮定すれば，多摩川園より約１上流の，野毛三丁目付近あるいはそこ
よりいくぶん下流に，取水堰を設置しても良かったはずである。
和泉堰から約１．４下流で野川が合流し，さらに下流で入間川，仙川，
図１１ 女堀の上流付近の地形横断面図
断面の位置は第９図を参照。破線は推定される六郷用水の状況。
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谷戸川といった中河川が六郷用水に合流している。これらの河川に沿って
は狭長な谷地（谷津）が分布し，江戸時代以前から水田として利用されて
いたに違いない。多摩川低地に出てからも，灌漑用水として利用されてい
たと考えられるが，その面積は流域に比べて狭いため，流れる水の多くは，
多摩川に合流していたと推定される。
以上の状況から，六郷用水を横切る野川，入間川，仙川，谷戸川などの
水を，用水の助水とするため，和泉に取水堰を設けたと考えても，大きな
間違いではないであろう。
なお，野川より上流の多摩川左岸側には，多摩川に合流する流量が大き
い河川はない。
４．二ケ領用水の流路
二ケ領用水の史料として，宝暦２（１７５２）年頃に書かれた『新用水堀定
之事』があるが，水路網図を最初に描いたのは山田（１９３０）である。山田
の図は，菅（上川原）から末端の下新田まで，一本の幹線水路が延び，久
地で四本に分水しているが，分水堰から下流側では，卵型をした広葉樹の
葉脈のように，分水路は樹枝状に分岐している。この図は多くの文献に，
基礎資料として引用されている。坂下（１９８３）もいくつかの文献を用いて，
水路網図を作成している。坂下の図は久地村分水樋で四条に分水し，それ
ぞれの分水路は，下流でさらに多くの分水路を派生している。
江戸時代前期から，二ケ領用水によって灌漑が行われた多摩川下流域は，
明治時代後期になると，京浜工業地帯の一部として工業化が始まり，大正
時代になると東海道線より西側にも工場や住宅地が進出し，分水路は下水
路として利用され，あるいは埋め立てられた。昭和３０年代に入ると溝口付
近でも，耕作地はほとんど消滅したため，分水路は下水路に変えられてい
った。
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これより前，明治４３（１９００）年には，久地村分水樋が整備され，ここか
ら下流は久地／二子堀，六ケ村堀，川崎堀，そして根方堀に分水された（注６）。
それぞれの堀（用水路）は江戸時代初期から存在していたが，明治４３（１９００）
年に整備されたと考えられる。どのような理由で久地村分水樋が整備され
たかについては不明であるが，下流域で灌漑用水の必要性が減少していっ
たことと関係があるのかもしれない。
図３は，流域全体で，まだ江戸時代初期に開削された状態で残っている
と考えられる，明治１４（１８８１）年の地形図を基図とし，さらに現地踏査を
加えて作成した，六郷用水と二ケ領用水の水路網図である。図３の作成に
は，１万分の１地形図を使用し，２間隔の主曲線も描かれている。
図３によると，上河原堰から始まる幹線水路には，さらに上流から流下
して来た大丸用水や五反田川の水が加わり，丘陵地の麓付近を東南方へ流
れている。現在，久地円筒分水（注７）がある付近に分水堰があり，水路を四
つに分けている。北側の久地／二子堀は，久地の横土手に沿って北東方へ
向かい，一方の南側にある根方堀は，丘陵地の麓へ向かっている。これら
の間にある川崎堀と六ケ村堀は，周辺より数十高い尾根に当たる場所を
南東方へ流れている。六ケ村堀と南側の根方堀の水路は直線に近いが，中
央の川崎堀は大きく曲流していることから，上河原堰から五反田川に合流
するまでの二ケ領用水は，人工的に開削された水路であるが，平瀬川との
合流点より下流では曲流していることから，かつての平瀬川の流路を，踏
襲したと考えられる。
図１２は，久地分水堰から下流の東海道本線にかけての範囲を，拡大して
示している。水路の下流が消失したり，逆に上流がない水路もあるが，図
１２に示されている水路は，幅約１．５以上の比較的大きな水路で，それ以
下の田用水は省略されていると考えられる。図１２によると，分水網は山田
（１９３０）が示したような，卵型をした広葉樹の葉脈の状態ではなく，籠瀬
（１９７８）が言う，いわゆる多条並列灌漑水路である。
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規模が小さい久地／二子堀を除いた三本の幹線水路のうち，北側の六ケ
村堀は幹線水路と多摩川の間を，南側の根方堀は幹線水路と丘陵地の間を
灌漑するように分水網が張り巡らされ，交差している場所もある。幹線水
路となっている中央の川崎堀は，小向堰までは分水することは少なく，分
水していても灌漑範囲は，著しく狭い。小向堰で多摩川の近くを灌漑する
大師河原用水と，鶴見川の近くを灌漑する新田用水に分岐し，二つの分水
路からは多くの枝分水が樹枝状に広がっている。このことは，川崎堀は川
図１２ 二ケ領用水中流の水路網
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崎宿やその南方の市場付近（現在の東海道本線）より下流域を灌漑するた
めに開削されたことを示している。
まとめに代えて
多摩川下流の六郷用水と二ケ領用水について，自然地理学的な観点から，
用水路周辺の地形・地質と，両用水路の水路網の分布に主眼を置き，当時
の土木技術などについて考察し，以下のことを明らかにした。
両用水路は慶長１０（１６０５）年頃に着工され，同１６（１６１１）年頃に竣工し
た可能性が高い。工事期間が５～６年間で，短いようにも感じるが，延長
約４２の玉川上水の幹線が約８ケ月で完成した（角田２００３b，２００４）こと
を考えれば，むしろ長い方である。
六郷用水の取水堰である和泉堰は，対岸で流路の向きを変えた流れが，
勢い良く流れ込む位置で，立川段丘面の縁（段丘崖）に設けられている。
段丘面の縁に設けたのは，図４に示されるように，用水路の開削に伴う土
砂の採掘量と移動量を，少なくすることができるためである。斜面に水路
を設け，上側の掘削した土砂を反対側に盛り上げて土手にする方法は，土
砂の掘削量を少なくすると同時に，土砂の移動量を少なくすることになる
ため，六郷用水中流の各所でも行われている。このような方法は，江戸時
代前期より前には，すでに広く行われていたのであろう。
分水網の分布状態から判断すると，六郷用水は光明寺分水口より下流の，
南堀流域に灌漑するために開削されたと考えられる。多摩川からのみの取
水であれば，多摩川園付近からでもよかったが，和泉に取水堰を設置した
のは，野川や入間川などを流れる水を助水とするためであった。
一方の二ケ領用水は多条並列灌漑水路で，久地村分水樋からは四列の幹
線水路からなり，流路が短い久地／二子堀を別にすれば，北側の六ケ村堀
は幹線水路と多摩川の間を，南側の根方堀は幹線水路と丘陵地の間を灌漑
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するように分水網が張り巡らされ，中央の川崎堀は，現在の東海道本線よ
り下流域を灌漑するために開削されたことを示している。二ケ領用水の分
水網が，幹線水路を中心とする，卵型をした広葉樹の葉脈の状態でないの
は，久地村分水樋から東海道本線付近までの地域が，二ケ領用水が設けら
れた江戸時代初期には，水利権がすでに確定しており，下流域を灌漑する
ための用水路を開削するためには，両側の用水路を並列して整備すると同
時に，その間に新しく川崎堀を開削しなければならない事情があったと想
像される。水利権のほか，多条並列灌漑水路には次のような長所がある。
そのひとつは，水路網を卵型をした広葉樹の葉脈状にすると，灌漑面積
が広い地域では，面積に比例するように，本川に設ける取水堰の規模を大
きくしなければならない。久地村分水樋から下流の灌漑面積は約４８．８
（注８）と，非常に広いことから，寛永６（１６２９）年に新しく宿川原取水
堰を設けたとしても，上河原取水堰はもちろんのこと，上流付近の水路も
大規模にしなければならない。ふたつ目は，灌漑用水の水量が少ない場合
の対策である。各耕作地への引水は，取水堰から下流へ向かって行われる
ため，流量が少ない場合，用水は我田引水のため途中で無くなってしまい，
それより下流には届かないことになる。その結果，水量が少ない場所では，
水争いが発生する。このように既存水利権・取水堰や水路の規模・渇水期
の対策などを考慮した結果，流量がまだ多い上流に当たる久地村分水樋で，
幹線水路を四列にしたと推定される。一方，六郷用水は光明寺分水口より
下流を灌漑するための用水路であるため，幹線水路を分割する必要はなか
った。
六郷用水の光明寺分水口より上流の約延長約１．２の間は，女堀を通る
コースと小丘を迂回するコースが考えられたが，現状の鞍部を越えて谷地
を通る女堀コースの方が，台地麓コースに比べて掘削時の工事が容易で，
開通以降においても維持が簡単だと考えられたのであろう。開削工事を行
うに当たっては，鞍部を横切る場所の掘削量を少なくするため，１００以
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上もの上流から，用水路の床面を氾濫低地から少しずつ高くして，段丘崖
の麓を通る用水路の縦断勾配を小さくする工夫が行われている。
以上のことから，二つの用水を開削するにあたり，水路の位置を決める
時は，灌漑地である下流を起点とし，取水堰を設定する上流に向かってコ
ースを決定し，施工する場合は逆に，用水路内を水が確実に流れることを
確認するため，取水堰から下流の灌漑地へ向かって工事を進めていったと
推定される。
六郷用水の流路延長約２２の平均傾斜は約１．０７‰で，全体として上流で
大きく，下流で小さい傾向だが，中流の八幡橋と沼部橋までの間は，わず
か約０．１５‰にすぎない。一方，二ケ領用水の上河原取水堰は，多摩川が作
る扇状地の扇端と自然堤防性平野の境界付近に設けられ，取水堰付近の平
均傾斜は約２．２５‰であるが，用水路の末端付近では約０．８‰にすぎない。
江戸時代初期に，このような緩傾斜の用水路を開削することができたのは，
弥生時代に始まった稲作に伴う灌漑技術，あるいは戦国時代を通じて身に
付けた鉱山技術や築城技術が，広く普及していたためと考えられる。
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注記
注１：チェニアーとも考えられるが，詳細については不明である。
注２：現在の仙川下流は，かつての六郷用水と立体交差して多摩川に流れる。現在の六
郷用水を流れている水は，仙川中流の世田谷区大蔵三丁目にある大蔵三丁目公園付近
に湧出する地下水を集め，仙川の左岸に並行して設置された水路を流れ下り，六郷用
水と交差する水神橋から下流は，かつての六郷用水を「丸子川」の名称で流れている。
注３：『天和四年二月 小泉氏系譜（譜牒録）』には，「武州六郷并稲毛いほり人足之事，
私領方へも高次第申付可鑿者也／慶長十年正月九日○／小泉次大夫殿／‥‥／寛永四
年十一月三日○／小泉次大夫とのへ／覚／天和四年甲子年二月／小泉次大夫印／大岡
備前守殿（他，四人）／天正十九年辛卯年関東御入国之刻，被召出権現様へ御奉公相
勤申候，慶長六辛丑年，武州稲毛・河崎御代官被仰付候，然処新田開発之儀言上，依
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之新規之用水御普請之儀蒙仰，慶長十乙巳年右私領方へ人歩配当御黒印従権現様頂戴
爾後御普請成就之上，新田開発之為御褒美領地之外御代官所之本田・新田十分之一被
下置之」とある（『川崎市史』（資料２ 近世５４）。これによると，譜牒録は天和４（１６８４）
年に書かれた文書で，小泉次大夫は徳川家康が江戸へ入った天正１９年（実際は天正十
八年である），家康に召抱えられるようになった。慶長６（１６０１）年には稲毛領と川
崎領の代官になり，新田開発を上申したところ，慶長１０（１６０５）年には人夫を徴用す
る許可（黒印）が家康から出された。その後，新田開発の普請を行った。普請が成就
したため，褒美として領地のほか，代官所の本田と新田の十分の一を賜った。
同じく，『寛政十年 小泉氏系譜（千城録）』には，「慶長六年武蔵国稲毛・川崎の
代官となり，此時吉次あらたに水を引て新田を開発せんことを言上せしかハ，まうす
旨にまかせられ寛永譜，同十年正月人夫配当の御黒印を下し賜ハリ寛永譜，其後功成
りしを賞せられ，実盛の御刀を賜ひ家譜，本知のほか旧田新田のうちにて十か一をた
まふ。」とある（『川崎市史』（資料２ 近世５５）。寛政１０年は１７９８年で，譜牒録が書か
れてから１１０年以上も経てからの文書であり，譜牒録を根拠として記載されたと考え
られる。
注４：近年の水路網は，１９６０年頃以降の土木事業によっている。本論では，明治１４（１８８１）
年に大日本帝国参謀本部陸軍部測量局が測量・発行した地形図を基図とし，それ以降
に測量・発行された国土地理院の地形図を併用した。
注５：地形図は東京都都市計画局発行（２００４年修正測量）（取扱・武揚堂）を使用した。
注６：現在，用水路の大部分が消失しているため，現在の水路と比定することは出来な
い。ここでは，図１２の久地円筒分水から多摩川方向へ向かう用水路を久地／二子堀，
その南堀で溝口を通って下野毛へ向かう用水路を六ケ村堀，六ケ村堀の西側を並列し
て延びる用水路を川崎堀，そして下小田中へ向かう用水路を根方堀とした。川崎堀は
途中で分岐する用水路が少ない，あるいは短かいことから，市場より下流側を灌漑す
るために設けられたことが分かる。
注７：現在のコンクリート製久地円筒分水は，昭和１６（１９４１）年に設置され，同時に，
平瀬川新河道隧道も開削された。
注８：久地円筒分水より下流域で，多摩川と鶴見川に挟まれた範囲で，丘陵地内は含ま
れない。
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